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竹富町海洋宣言 

 

竹富町は、16 の島々で構成され、町民の暮らしや様々な営みと海洋との関わりが密接な島しょ型海洋自

治体です。 

われわれ町民は、竹富町の海洋と大自然、その中で育まれた個性豊かな文化を未来の子供たちに継承

していかなければなりません。「竹富町海洋基本計画」は、日本最南端の島しょ型海洋自治体である竹富町

が、自然と文化の継承とともに、海洋環境の保全、離島苦の克服、安全・安心な地域社会の形成を実現して

いくための活動計画です。 

竹富町は、平成 23年 3月に我が国の自治体で最初に「竹富町海洋基本計画」を策定しました。全国に先

駆ける本計画に基づく各種施策の実行は、海洋環境の保全や離島苦の克服等に関わる成果を着実に上げ

ているところです。一方、新石垣空港の開港等に伴う観光客の増加、西表島の世界自然遺産登録への動向、

日本最大のサンゴ礁である石西礁湖の環境変化、周辺海域で高まる緊張などに代表されるように、我が町

をとりまく情勢はダイナミックに変容しております。 

このような各種の情勢に即応し、また、我が国の領海等の根拠となる国境離島を有する竹富町の役割を

踏まえ、このたび、海洋に育まれた貴重な大自然と文化の次代への継承、より良い生活環境の実現、国境

離島地域の保全等を主な目的とする「第 2 次竹富町海洋基本計画」を策定しました。 

本計画に基づく各種施策の活動を通じて、我が町のより良い未来を築くとともに、新たな海洋立国をめざ

す我が国の海洋政策の推進に寄与してまいります。 

 

 

 

 

平成 30 年(2018 年)6 月 

竹富町長  
西大舛 髙旬 
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亜熱帯海域と島々
の大自然及び豊か
な生物多様性を育
む貴重な生態系を
保全する

①サンゴ礁及び島々の自然環境保全・適正利用の推進
②サンゴ礁及び島々の自然環境保全のための自主財源創出
③世界自然遺産の登録を目指している西表島及び周辺サンゴ
礁の自然環境保護・適正利用の推進
④海岸漂着等ごみ対策制度の
制定と利活用の推進
⑤陸土流出と生活排水対策等
によるサンゴ礁保全の推進

⑥生物多様性に配慮した防風林整備の推進
⑦安全で多様な離島交通網(空・海・陸路)の構築と整備の推進
⑧島々の光通信等情報通信インフラの整備と活用の推進
⑨島々の医療・福祉環境の充実
⑩島々の教育環境の充実
⑪環境配慮型港湾・航路・海岸
保全施設整備の推進
⑫島々の生活用水の安定性向上

⑬沿岸域の海底資源の有効活用の推進
⑭海洋深層水及び地下水の有効活用の推進
⑮増養殖を主体とする漁業の振興と担い手育成
⑯島々の特定事業活動に伴う産業廃
棄物と再生可能エネルギーの活用
⑰海洋と島々の特徴を活かした観
光産業振興

⑱海洋と島々の自然及び歴史・文化研究体制の構築と推進
⑲海洋と島々の歴史・文化遺産の
保全と活用

⑳有人国境離島地域の振興
㉑無人国境離島の自然環境保護と
適正利活用

1

島々の離島苦を克
服し、災害に強い
安全・安心な生活
環境を実現する

2

海洋及び島々の資
源と特性を活かし
た産業振興を推進
する

3

町民が守り、育む
伝統文化や景観を
次世代に継承する

4

国境離島地域の保
全と振興を推進する5

実施・推進体制：※主体・協働：竹富町、竹富町民、町内関連事業者・団体、研究機関
※支援：内閣府総合海洋政策推進事務局、内閣府沖縄総合事務局、環境省、海上保安庁等
※連携・協力：地域行政、住民及び事業者（沖縄県、八重山警察署、石垣市、与那国町、石垣市と与
那国町の住民、石垣市と与那国町の関連事業者等）
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